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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

１
月
１
９
日 

知
事
と
懇
談
、
国
民
救
援
会
新
春
の
つ
ど
い 

 
 

２
０
日 

地
域
訪
問 
 

 
 

２
１
日 

民
商
新
年
会 

 

 
 

２
２
日 

河
西
事
務
所
無
料
生
活
相
談
、
団
体
ま
わ
り
、
福
祉 

環
境
委
員
会 

 
 

２
３
日 

会
議
、
環
境
を
考
え
る
会 

 
 

２
４
日 

地
域
訪
問 

 
 

２
５
日 

市
駅
前
事
務
所
無
料
生
活
相
談
、
団
会
議
、
メ
ガ
ソ 

ー
ラ
ー
対
策
会
議 

 
 

リレートーク  Relay talk  リレートーク 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 T

a
lk

  

 

 

 

 
 

１
月
７
日
、
「
い
ず
み
山
系
の
巨

大
太
陽
光
発
電
を
考
え
る
会
」
が
今

年
に
な
っ
て
初
め
て
の
署
名
行
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
府
中
・
直
川

の
計
画
地
（
事
業
者
Ｔ
Ｋ
Ｍ
デ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
）
の
中
に
は
、
墓
の
谷

山
行
者
寺
の
参
詣
道
が
含
ま
れ
て

お
り
毎
月
７
日
に
は
多
く
の
受
験

合
格
祈
願
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

千
手
川
沿
い
の
大
関
橋
の
駐
車
場

に
は
“
貴
重
な
森
林
や
自
然
資
源
を

守
ろ
う
！
大
規
模
太
陽
光
発
電
事

業
絶
対
反
対
”
「
直
川
地
区
連
合
自

治
会
・
直
川
地
区
太
陽
光
発
電
対
策

委
員
会
」
と
書
か
れ
た
看
板
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
近
辺
で
１
時

間
あ
ま
り
、
計
画
の
問
題
点
や
活
動

の
経
過
掲
載
ビ
ラ
を
見
せ
な
が
ら

訴
え
る
と
「
え
ー
っ
、
そ
れ
は
あ
か

ん
わ
」
「
木
を
切
れ
ば
土
砂
崩
れ
が

起
き
る
。
自
然
を
残
し
て
ほ
し
い
」

「
聞
い
て
い
た
け
ど
署
名
は
し
て

い
な
か
っ
た
」
等
と
次
々
に
署
名
に

応
じ
て
く
れ
７
４
筆
集
ま
り
ま
し

た
。 事

業
者
が
県
に
提
出
し
た
林

地
開
発
の
許
可
申
請
は
隣
接
自

治
会
等
の
同
意
書
が
不
備
の
た

め
返
却
さ
れ
、
再
度
の
提
出
期
限

は
１
月
２
４
日
で
す
。
現
在
隣
接

自
治
会
や
有
功
、
紀
伊
両
地
区
連

合
自
治
会
も
計
画
反
対
の
看
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

和
歌
山
市
は
１
２
月
議
会
の

私
の
質
問
で
「
地
元
の
同
意
が
な

け
れ
ば
申
請
を
受
け
付
け
な
い
」

と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
者

は
諦
め
て
は
い
ま
せ
ん
。
予
断
を

許
せ
ぬ
状
況
で
す
が
、
現
在
、
個

人
署
名
数
は
８
６
２
７
筆
（
目
標

１
万
筆
）
、
団
体
署
名
は
７
０
団

体
と
な
っ
て
お
り
、
反
対
の
声
は

広
が
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
今

年
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

寒空のもと相次ぐ署名に励まされました 

昨
年
大
晦
日
の
「
日
刊
赤
旗
」
１
・
３
面
で
「
安
倍
首
相
と
メ

デ
ィ
ア
幹
部
の
会
食
」
を
特
集
。
こ
の
５
年
間
で
安
倍
首
相
と
メ

デ
ィ
ア
幹
部
と
の
会
食
回
数
は
、『
読
売
』
が
系
列
テ
レ
ビ
局
と
合

わ
せ
て
５
９
回
、
「
産
経
」
は
同
じ
く
２
５
回
、
「
日
経
」
も
１
６

回
。
２
０
１
７
年
の
会
食
一
覧
表
も
掲
載
。
そ
の
記
事
を
１
月
８

日
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
番
組
が
取
り
上
げ
た
こ
と
を
１
２
日
付
「
赤

旗
」
が
報
道
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
青
木
理
氏
が
１
年
間
の
会
食
一

覧
表
を
「
す
ご
い
な
」
と
指
摘
。「
記
者
が
首
相
と
飯
を
食
う
こ
と

を
一
概
に
ダ
メ
と
は
言
わ
な
い
が
、
経
営
者
の
立
場
の
人
が
、
首

相
、
最
高
権
力
者
と
会
食
す
る
こ
と
は
、
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
。

何
か
よ
か
ら
ぬ
相
談
を
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
社
長
が
（
首

相
と
）
飯
を
食
っ
て
い
る
と
（
現
場
が
）
い
ろ
い
ろ
考
え
ち
ゃ
う
。

害
悪
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
」
と
批
判
。
欧
米
で
は
あ
り
え
な
い

が
日
本
で
こ
う
な
る
の
は
、
青
木
氏
は
「
メ
デ
ィ
ア
と
権
力
と
の

関
係
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
意
識
が
薄
い
」
と
警
鐘
。 

昨
年
５
月
３
日
付
「
読
売
」
で
改
憲
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
１
面
で

報
じ
野
党
の
質
問
に
首
相
は
「
読
売
を
塾
読
し
て
」
と
会
食
す
る

時
間
が
あ
っ
て
も
国
会
を
無
視
す
る
答
弁
。
加
計
疑
惑
で
前
川
喜

平
前
文
科
事
務
次
官
が
内
部
文
書
で
証
言
す
る
と
、
犯
罪
で
も
な

い
の
に
前
川
氏
の
人
身
攻
撃
を
「
読
売
」
が
掲
載
し
、
週
刊
誌
か

ら
「
読
売
は
安
倍
官
邸
の
御
用
新
聞
」
と
ま
で
書
か
れ
社
会
部
長

名
で
釈
明
や
抗
議
・
不
買
運
動
に
大
わ
ら
わ
で
し
た
。（
編
集
室
） 

 

 

先
週
に
引
き
続
き
１
２
月

定
例
会
一
般
質
問
に
つ
い
て

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
週
は

I

有
功
・
直
川
地

区
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画
に

つ
い
て
で
す
。
こ
の
問
題
の

質
問
は
ち
ょ
う
ど
１
年
前
の

１
２
月
議
会
で
し
た
。
巨
大

な
計
画
で
あ
り
住
民
に
充
分

知
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

告
発
し
ま
し
た
。 

 

住
民
運
動
も
起
っ
て
お

り
、
県
は
昨
年
の
１
０
月
２

７
日
記
者
発
表
し
、
林
地
開

発
許
可
申
請
の
提
出
に
当
た

り
住
民
同
意
を
要
す
る
対
象
地

域
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
か
つ
て
な
い
異
例
の
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
開
発
行
為
区

域
内
の
権
利
者
の
同
意
書
が
必

要
で
あ
る
こ
と
も
明
確
に
な
り

ま
し
た
。 

 

従
っ
て
、
計
画
地
に
は
和
歌

山
市
管
理
の
里
道
・
水
路
が
あ

り
、
和
歌
山
市
の
判
断
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
年
も
い

っ
そ
う
南
畑
市
議
と
力
合
わ
せ

て
、
山
の
自
然
を
守
り
住
民
の

み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

に
が
ん
ば
り
ま
す
。 

（
奥
村
の
り
子
） 

有田川町議選（１月２３日告示、

２８日投票）で、ますたに憲、堀江

まち子両町議の必勝をめざします。

お知り合いがある方はご支援をお

願いして下さい。（写真は８日開か

れた女性のつどい。奥村も参加＝

立っている白い服） 

 

日本共産党和歌山県委員会は

１月１１日、「新春のつどい」

を和歌山市で開きました。 

社民党、自由党、市民連合な

ど広範な人々が参加されまし

た。大門みきし党参院議員は、

市民と野党の本気の共闘の発

展を訴えました。 

 

 


